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参考資料１：植栽検討委員会の概要 

（1）目的 

大和御所道路（大和区間５工区）の小槻町交差点（橿原北 IC）から曲川町東交差点

における植栽整備方針のとりまとめに向け、有識者などの知見を得ることを目的に開

催した。 

 

（2）委員構成 

本委員会は、２年度にまたがり開催したため、一部委員が変更となった。 

 

〇令和２年度 

＜委員長＞ 

槇村 久子    京都女子大学名誉教授 

 

＜委 員＞ 

岩井 珠恵    ヴィジュアルデザイナー 

井原  縁         奈良県立大学 教授 

岡部 共成        奈良県 県土マネジメント部 道路建設課 課長 

大東  宏幸        奈良県 水循環・森林・景観環境部 環境政策課 課長 

近藤  浩明        橿原市 まちづくり部 部長 

青山   淳         近畿地方整備局 奈良国道事務所 副所長 

 

 

〇令和３年度 

＜委員長＞ 

槇村 久子    京都女子大学 宗教・文化研究所 客員研究員 

 

＜委 員＞ 

岩井 珠恵    ヴィジュアルデザイナー 

井原  縁         奈良県立大学 教授 

六車 憲雄        奈良県 県土マネジメント部 道路建設課 課長 

大東  宏幸        奈良県 水循環・森林・景観環境部 環境政策課 課長 

近藤  浩明        橿原市 まちづくり部 部長 

宮井  達也        近畿地方整備局 奈良国道事務所 副所長 

 

※第 3 回以降は、近藤浩明委員から川田茂人委員に変更。 
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（3）開催概要 

 

第１回植栽検討委員会 

開 催 日：令和３年１月２８日（木） 

議事内容：（１）大和御所道路（橿原北 IC～橿原高田 IC）の概要 

        （２）橿原バイパス植栽の経緯と現状 

        （３）工事よる現況植栽への影響と植栽エリア（イメージ） 

 （４）植栽検討委員会の進め方（案）と今後のスケジュール（案） 

 

第２回植栽検討委員会 

開 催 日：令和３年６月２４日（木） 

議事内容：（１）ワークショップ結果の報告  

 （２）植栽可能区域の説明  

 （３）植栽の理想像（基本理念(案)、基本方針(案)）  

 （４）アンケート実施方針  

 （５）新たな道路植栽と地域とのつながりを維持するための方策 

 

第３回植栽検討委員会 

開 催 日：令和３年１２月３日（金） 

議事内容：（１）アンケート調査結果の報告 

（２）ワークショップ結果の報告  

（３）環境分野有識者ヒアリング結果の報告 

 （４）植栽整備方針書（素案）の説明 

     （５）候補樹種選定方針の説明 

 

第４回植栽検討委員会 

開 催 日：令和４年２月２１日（月） 

議事内容：（１）ワークショップ結果の報告  

 （２）植栽整備方針書の説明 

（３）植栽整備方針書概要リーフレットの説明 

 

  

図 委員会開催状況 
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参考資料２：植栽検討ワークショップの概要 

（1）目的 

大和御所道路（大和区間５工区）の小槻町交差点（橿原北 IC）から曲川町東交差点

における植栽整備方針のとりまとめに向け、近隣住民の意見や要望を得ることを目的

に開催した。 

 

（2）ワークショップメンバー構成 

ワークショップは、対象区間の沿道自治会の代表者各数名が参加し、意見交換を行

った。また、オブザーバーとして、植栽検討委員会の委員長や奈良県、橿原市の職員

も参加した。 

 

＜ワークショップメンバー＞ 

京都女子大学名誉教授 槇村 久子 

関係自治会 

奈良県 県土マネジメント部 道路建設課 主幹 

奈良県 水循環・森林・景観環境部 環境政策課 課長補佐 

橿原市 まちづくり部 道路河川課 課長 

橿原市 まちづくり部 都市計画課 課長 

橿原市 まちづくり部 緑地景観課 課長 

近畿地方整備局 奈良国道事務所 総括保全対策官 
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（3）開催概要 

 

第１回植栽検討ワークショップ 

開 催 日：令和３年２月２６日（金） 

テ ー マ：『現在の植栽帯について』  

内  容：現在の植栽帯の良い点、改善すべき点についての意見交換 

 

第２回植栽検討ワークショップ 

開 催 日：令和３年３月２５日（木） 

テ ー マ：『植栽が担う新たな役割について』  

内  容：新たな植栽帯に求める役割についての意見交換 

 

第３回植栽検討ワークショップ 

開 催 日：令和３年１０月８日（金） 

テ ー マ：『植栽整備の理想像について』  

内  容：新たな植栽帯の望ましいイメージについての意見交換 

      

第４回植栽検討ワークショップ 

開 催 日：令和４年１月１４日（金） 

テ ー マ：『植栽整備基本方針について』  

内  容：新たな植栽帯に求める樹種・シンボルツリーについての意見交換 

      

  

  

図 ワークショップ開催状況 
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参考資料３：アンケート調査の概要 

（1）目的 

本調査は、橿原バイパスの新たな植栽整備に対する沿道住民の幅広いニーズを把握

することを目的に実施した。 

 

（2）調査期間 

令和 3 年 8 月 18 日（水）～31 日（火）の 2 週間 

 

（3）対象者 

対象区間沿道 4 町（小槻町、大垣町、土橋町、曽我町）の住民 

 

（4）配布手法 

ポスティング配布・WEB 回答用案内チラシ配布 

（橿原バイパスから 200m 程度の範囲） 

 

（5）回収手法 

郵送回収・ＷＥＢ回答の併用 

 

（6）配布部数 

1,000 部 

 

（7）回収結果 

本調査では、郵送、WEB それぞれで以下の回収数であり、全体で 417 票を回収し

た。なお、全体の約 1/4 が WEB による回答であった。 

 

表 アンケート回収数 

回答手段 回答数 割合 

郵送 323 票 77.5% 

WEB 94 票 22.5% 

合計 417 票 100.0% 
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（8）回答結果 

1）回答者属性 

20 代以下の回答者はわずかであったが、年齢、性別、所属自治会ともに、大きな

偏りがなく、幅広い意見を聞くことができた。 

 

 

10代
0.5%

20代
0.5%

30代
7.4% 40代

12.5%

50代
22.1%

60代
21.6%

70歳以上
35.5%

n=417  

男性

60.9%

女性

37.6%

無回答

1.4%

n=417n=417  

図 回答者の年齢区分割合        図 回答者の性別割合 

 

小槻町              

東小槻自治会        

南小槻自治会        

大垣町              

土橋町              

西土橋自治会        

北妙法寺町          

曽我町              

真菅東自治会        

ますが町自治会      

共栄住宅自治会      

真菅丘自治会        

真菅メロディータウン自治会              

その他              

無回答            

44 

23 

28 

90 

25 

128 

49 

1 

7 

14 

8 

050100150200

 

図 回答者の所属自治会 
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2）現況植栽帯に対する意見（複数回答） 

現況植栽帯に対する良い意見としては、「緑が多い点」が最も多く、「騒音が軽減さ

れる」「排気ガスが軽減される」「走行車両を感じない」など、日常の生活環境の向上

に寄与している点を良く感じている意見も多かった。その他の意見には、「日陰がで

きる」「CO2 削減」「自然を感じられる」などの意見があった一方で、「ゴミの投棄」「鳥

害」「落葉」などの改善すべき点に該当する内容も非常に多く、「特になし」「良いと

感じることがない」といった意見も複数得られた。 

  

緑が多い            

動物が多く生息している 

走行車両を感じない  

騒音が軽減される    

振動が軽減される    

排気ガスが軽減される

その他              

無回答            

275 

33 

145 

242 

71 

231 

47 

13 

050100150200250300

 

図 現況植栽帯の良い点 

 

現況植栽帯に対して改善すべきと感じている意見としては、「ゴミの投棄の多さ」

が突出しており、周辺住民にとってゴミ投棄の問題が最も大きいことが分かった。ま

た、「管理の不足」「鳥害」などに対して不満を感じている意見も多かった。その他の

意見には、選択肢を補足する内容が多かったが、落葉や雑草の多さや景観が悪化して

いることを問題視する意見もあった。 

四季を感じられない  

交通面での安全性が低下している          

防犯面での安全性が低下している          

ゴミの投棄が多い    

地域のつながりを分断している            

沿道の発展を阻害している                

鳥害が多い          

植栽帯を住処とする動物が農作物へ影響
を及ぼしている

適切な管理がされていない                

その他              

無回答            

91 

92 

85 

314 

28 

36 

126 

19 

155 

52 

15 

050100150200250300350

 

図 現況植栽帯の改善すべき点 
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3）新たな植栽の理想とする姿（役割）（複数回答） 

新たな植栽の理想とする姿（役割）としては、現況植栽帯の良い点としても多くの

意見があった「騒音の軽減」や「排気ガスの軽減」を求める声が非常に多く、新たな

植栽帯においても、生活環境の保全を強く求める結果となった。また、それらを除く

と、「周辺景観との調和」や「豊富な緑量の確保」といった、緑豊かな空間を求める

意見が多く得られた。その他の意見には、上記選択肢を補足する内容が多かったが、

現況植栽帯が良いという意見や植栽帯自体が不要という意見もあった。 

生活へ潤いを与える  

四季を感じられる    

周辺景観との調和    

豊富な緑量の確保    

動物の生息への配慮  

転倒リスクの軽減    

騒音を軽減する      

排気ガスを軽減する  

その他              

無回答            

130 

164 

199 

183 

44 

64 

284 

267 

57 

4 

050100150200250300

 

図 新たな植栽の理想像 

 

4）望ましい配植イメージ 

新たな植栽に望ましい配植イメージは、少し密に中高木を植える配植を求める声が

全体の 5 割以上を占め、現況植栽帯のような密植まではいかないものの、やや密度を

高めた植栽を求めていることがわかった。 

 

低木のみの開放

的なイメージ

15.6%

低木に一定間隔で

少し背の高い樹木が

あるイメージ

24.5%

低木主体に少し密

に背の高い樹木が

あるイメージ

55.4%

無回答

4.6%

n=417n=417  

図 望ましい配植イメージの割合 
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図 配植イメージ 

（左上：低木のみ  右上：低木＋中木 

                   左下：低木＋中高木） 

 

5）望ましい植栽イメージ 

新たな植栽に望ましい植栽イメージとしては、一年を通して緑を感じられる植栽帯

と四季の変化が感じられる植栽帯は、概ね同様の割合であり、四季の変化を強く求め

る回答ではなかった。 

四季の変化が感

じられる植栽帯

48.9%

一年を通し

て緑が感じ

られる植栽

帯

45.6%

無回答

5.5%

n=417n=417  

図 望ましい植栽イメージの割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 植栽イメージ（左：四季の変化を感じる植栽  右：緑豊かな植栽） 
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参考資料４：上位・関連計画の配植方針 

（1）大和区間 

1）候補樹種 

樹種は、「奈良らしい樹種（万葉植物、沿線市町の木・花、橿原バイパスの既存樹

木）」「市場性」「街路樹としての適応性」を考慮して以下の樹種を挙げている。 

 

表 使用樹種一覧 

常緑高木 アラカシ、シラカシ、スダジイ、ユズリハ 

落葉高木 イチョウ、アオギリ、アキニレ、シダレヤナギ、センダン 

常緑中木 マサキ、サザンカ、ツバキ類 

常緑低木 クチナシ、シャリンバイ、ツゲ類、ツツジ類、トベラ 

常緑地被 ヤブラン、ササ類 

常緑蔓性 サネカズラ、テイカカズラ 

 

2）配植方針 

区間全体を工業系・IC 近接型混在地区、田園地区、市街地近接地区の 3 つに大別し、

角地区の配植方針を設定する。 

 

①工業系・IC 近接型混在地区 

枝下高の高い高木の列植と常緑性の低(花)木を植えただけのシンプルな構成によ

って周辺施設やサインの確認が容易で、歩行者側からも見易い視認性を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 工業系・IC 近接型混在地区の緑化 
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②田園地区 

植栽帯の中央部を 1m 程度マウンド(盛り土)して車道側には低木、中木を配し騒

音と煤塵飛散の低減を図る。同時に歩行者側から車を見えなくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 田園地区の緑化 

 

③市街地近接地区 

植栽帯の中央部を１ｍ程度マウンド(盛り土)して車道側には低木、中木を密に配

植し、歩行者側から車を見えないよう隠すと共に騒音や煤塵の抑制、低減に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市街地近接地区の緑化 
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（2）隣接区間（保津西交差点～小槻町交差点区間） 

1）樹種選定 

樹種は、「潜在自然植生種」「準潜在自然植生種」「種子を生産しない種・種子を生

産しても発芽力が弱い種」「万葉期の外来種」「園芸種」の観点で、以下の樹種を挙げ

ている。 

 

●潜在自然植生種 

高木：イチイガシ、アラカシ、ナナミノキ、ヤマザクラ＊ 

中木：ヤブツバキ＊、シロダモ、イヌガシ、サザンカ＊、モチノキ、カナメモチ、 

クロガネモチ、ヒイラギ 

低木：ヤツデ、アオキ、クチナシ＊、ヒサカキ、ネズミモチ 

 

●準潜在自然植生種 

高木：シラカシ、クスノキ、ツクバネガシ、シイ、ナツツバキ＊ 

中木：アキニレ、ソヨゴ、アセビ＊、カクレミノ、タムシバ＊、コブシ＊ 

低木：イヌツゲ、テンダイウヤク＊、シャリンバイ＊、ノイバラ＊、シャシャンボ、 

モチツツジ＊ 

 

●種子を生産しない種・種子を生産しても発芽力が弱い種 

中木：キンモクセイ＊、ギンモクセイ＊ 

 

●万葉期の外来種 

中木：シダレヤナギ 

 

●園芸種 

低木：ハナゾノツクバネウツギ＊、ヒラドツツジ＊、ハクチョウゲ＊ 

 

凡例：*花を鑑賞 落葉広葉樹 
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2）配植デザイン 

配植デザインは、沿道の土地利用に応じて、3 つのイメージが作成されている。 

 

 

図 商工業系植栽デザイン 

 

   

図 住居系植栽デザイン 
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図 田園系植栽デザイン 

 

 

 

 

 




